
連合兵庫青年委員会 「2017春季学習会」主催者挨拶 

 

皆様、本日は連合兵庫青年委員会 2017 春季学習会ご参集いただき、ありがとうござい

ます。また、大変お忙しい中、連合兵庫より網島副事務局長にご臨席を賜っております。 

誠にありがとうございます。 

又、近畿労働金庫の紹介として、井奥さんをはじめ、3名の方に来ていただいております。 

私は、連合兵庫青年委員会の委員長を務めております、基幹労連三菱重工労働組合神戸造

船支部の福岡と申します。いつも大変お世話になっております。春季学習会開催にあたり、

青年委員会を代表して一言ご挨拶を申し上げます。 

まず、はじめに、春季学習会についてですが、毎年テーマを決めて実施しております。 

昨年は参議院選挙が施行されたこともあり、「政治を知ろう！選挙に行こう！自ら行動しよ

う！」をテーマに掲げ、若い皆さんの政治に対する考え方・関わり方をあらためて学習して

もらおうと開催しました。 

今年については、外部講師を招いて、参加者自身みなさんのコミュニケーション能力の向

上が図れるよう企画しました。 

テーマとしては「だれもが生かせるコミュニケーション術！」を掲げ、サブタイトルとして

は、「さあ今日から実践してみよう」としました。昨今、企業が採用選考にあたって重視す

る点として「コミュニケーション能力」が 13 年連続で 1 位であり、近年なおその重要性

を高めています。では、なぜ 21世紀初頭の日本で企業が社員にコミュニケーション能力を

要求するようになったのでしょうか。その背景を大きくまとめれば、次の３点になると思わ

れます。 

1、社会の変化 

都市化・グローバル化・情報化によって、ヒト・情報の流動性が上昇し、価値観や常識が多

様化した。このため、異なる価値観や常識を持った相手とのコミュニケーションの必要性が

増した。 

2、生活環境の変化 

核家族化・地域空洞化・売買場の変化によって、他世代・他者との接触機会が減少した。 

これとインターネット等の浸透により、コミュニケーション能力の格差が拡大した。 

3、企業の変化 

機械の進化がもたらした産業構造の変化。第三次産業、その中でも、いわゆる感情労働の占

める割合が増えた。すなわち、精神的な負担、重圧、ストレスを負わなければならない業務

が増えたという事です。 

いまご紹介した 3 点が、企業が求めている理由となりますが、労働組合においても、同

様のものが求められます。みなさんも、各職場で労働組合の活動をする機会があると思いま

す。組合の活動はまさに FACE TO FACE です。対話すなわち、コミュ二ケーションが

非常に重要になります。 

また、普段の生活でも、コミュ二ケーションは必要になります。たとえば、合コンにいっ

たとしても話をしてみたい相手と仲良くなるには、コミュ二ケーション技術が高い程打ち解

ける時間が早くなります。参加者の中には「えーそんなに上手く話せないよ」と言う方もお

られると思います。コミュニケーション力はペラペラ話せる事ではありません。「聴く力」

相手の話を相手の顔を見て、しっかりと受け取ること、伝えようとしている事を理解する力

も大切なコミュニケーションです。 

以上、今日の学習会で学んだ事を、是非、組合活動で、職場で、そして私生活で実践して



いただきますようお願い致します。 

最後に、連合兵庫青年委員会は発足当時から、「全員参加型の取り組み」という考え方を

一貫し、活動内容をみんなが考えて行動し、楽しく、学んで、今後の活動につなげる取り組

みを重ねてきました。今回の学習会においても、気楽に、受講いただけたらと思います。 

連合兵庫青年委員会の取り組みがより良いものとなるよう、今後も創意工夫して充実・強

化を図りたいと思いますので、引き続き、各種活動にご理解いただき、更なる活動の充実に

向けてご協力をお願い申し上げ、挨拶とさせていただきます。 


